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政
令
第

号

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
令

内
閣
は
、
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
二
条
第
一
項

、
第
五
条
第
三
項
第
二
号
、
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
、
第
二
十
四
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
第
三
項

、
第
二
十
九
条
第
一
項
、
第
三
十
一
条
第
二
項
第
四
号
、
第
三
項
第
一
号
ホ
及
び
第
四
項
第
二
号
、
第
三
十
三
条
第
一
項
並
び

に
第
三
十
五
条
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
公
共
施
設
）

第
一
条

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
の
政
令

で
定
め
る
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
は
、
下
水
道
、
緑
地
、
広
場
、
河
川
、
運
河
及
び
海
岸
並
び
に
防
水
又
は
防
砂
の
施
設

と
す
る
。

（
認
定
市
町
村
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
都
市
公
園
の
維
持
等
）

第
二
条

法
第
五
条
第
三
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
都
市
公
園
の
維
持
又
は
公
園
施
設
の
新
設
、
増
設
若
し
く
は
改
築
は
、

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
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一

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
公
園
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
る
都
市
公
園
の
維
持

イ

都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
号
）
第
五
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
施
設

ロ

野
外
劇
場
、
野
外
音
楽
堂
又
は
集
会
所
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
地
域
に
お
け
る
そ
の
固
有
の
歴
史
及
び
伝
統
を
反
映

し
た
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

ハ

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
施
設
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の

ニ

都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
施
設
で
あ
っ
て

、
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
施
設
に
附
帯
す
る
も
の

ホ

都
市
公
園
法
第
二
条
第
二
項
第
八
号
に
掲
げ
る
施
設
で
あ
っ
て
、
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
施
設
の
管
理
の
た
め
必

要
な
も
の

二

前
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
公
園
施
設
の
新
設
、
増
設
又
は
改
築
（
公
園
施
設
で
あ
る
城
跡
に
係
る

城
の
復
原
に
関
す
る
工
事
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

（
歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
の
増
築
等
の
届
出
を
要
し
な
い
通
常
の
管
理
行
為
、
軽
易
な
行
為
そ
の
他
の
行
為
）

第
三
条

法
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。



- 3 -

一

認
定
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
に
記
載
さ
れ
た
法
第
五
条
第
二
項
第
五
号
の
管
理
の
指
針
と
な
る
べ
き
事
項
に
適
合

し
て
行
う
行
為

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
令
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
処
分
に
よ
る
義
務
の
履
行
と
し
て
行
う
行
為

（
歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
の
増
築
等
の
届
出
を
要
し
な
い
都
市
計
画
事
業
の
施
行
と
し
て
行
う
行
為
に
準
ず
る
行
為
）

第
四
条

法
第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
（
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律

第
百
号
）
第
四
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
事
業
の
施
行
と
し
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一

都
市
計
画
法
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
施
設
を
管
理
す
る
こ
と
と
な
る
者
が
そ
の
都
市
計
画
施
設
の
整
備

に
関
す
る
事
業
の
施
行
と
し
て
当
該
都
市
計
画
施
設
に
関
す
る
都
市
計
画
に
適
合
し
て
行
う
行
為

二

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
と

し
て
行
う
行
為

三

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
と
し

て
行
う
行
為

四

大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
七
号
）
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第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
住
宅
街
区
整
備
事
業
の
施
行
と
し
て
行
う
行
為

五

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
二
条
第
五
号
に

規
定
す
る
防
災
街
区
整
備
事
業
の
施
行
と
し
て
行
う
行
為

（
歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
の
増
築
等
の
届
出
を
要
し
な
い
そ
の
他
の
行
為
）

第
五
条

法
第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
契
約
に
基
づ
き
認
定
市
町
村
又

は
支
援
法
人
が
行
う
行
為
と
す
る
。

（
認
定
町
村
の
教
育
委
員
会
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
文
化
財
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
事
務
等
）

第
六
条

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
町
村
の
教
育
委
員
会
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
は
、
次

に
掲
げ
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
と
す
る
。

一

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
史
跡
名
勝
天

然
記
念
物
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
」
と
い
う
。
）
の
現
状
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を
及

ぼ
す
行
為
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
現
状
変
更
等
」
と
い
う
。
）
で
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も

の
（
認
定
重
点
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
同
法
第
百
二
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
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で
の
規
定
に
よ
る
許
可
及
び
そ
の
取
消
し
を
し
、
並
び
に
現
状
変
更
等
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
。

イ

文
化
財
保
護
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
年
政
令
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
条
第
四
項
第
一
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る

行
為

ロ

木
竹
（
文
化
財
保
護
法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
名
勝
又
は
天
然
記
念
物
で
あ
る
木
竹
を
除
く

。
）
の
伐
採

ハ

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
指
定
に
係
る
地
域
の
う
ち
、
認
定
歴
史
的
風
致
維
持

向
上
計
画
に
法
第
五
条
第
二
項
第
三
号
イ
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
認
定
町
村
の
教
育
委
員
会
が
そ
の
区
域
内
に
お
け
る

現
状
変
更
等
に
係
る
法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
こ
と
と
す
る
旨
が
定
め
ら
れ

た
区
域
に
お
け
る
現
状
変
更
等

二

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
関
す
る
前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
現
状
変
更
等
（
認
定
重
点
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ

る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
文
化
財
保
護
法
第
百
二
十
五
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
同
法

第
百
三
十
条
（
同
法
第
百
七
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
百
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
報
告
を
求
め
、
並
び
に
立
入
調
査
及
び
調
査
の
た
め
必
要
な
措
置
を
さ
せ
る
こ
と
。
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２

文
化
庁
長
官
は
、
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
前
項
に
規
定
す
る
事
務
を
認
定
町
村
の
教
育
委
員
会
が
行
う
こ

と
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
認
定
町
村
の
教
育
委
員
会
が
行
う
こ
と
と
す
る
事
務
の
内
容
及
び
当
該
事
務
を
行
う
こ
と
と
す

る
期
間
を
明
ら
か
に
し
て
、
当
該
認
定
町
村
の
教
育
委
員
会
が
そ
の
事
務
を
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ

め
、
当
該
認
定
町
村
の
属
す
る
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
（
文
化
財
保
護
法
施
行
令
第
五
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
そ
の
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
っ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
当
該
認
定
町
村
の
教
育
委
員

会
の
同
意
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

認
定
町
村
の
教
育
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
文
化
庁
長
官
か
ら
同
意
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
同
意
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、
そ
の
旨
を
文
化
庁
長
官
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

４

文
化
庁
長
官
は
、
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
を
認
定
町
村
の
教
育
委
員
会
が
行
う

こ
と
と
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨
並
び
に
当
該
認
定
町
村
の
教
育
委
員
会
が
行
う
こ
と
と
す
る
事
務
の
内

容
及
び
当
該
事
務
を
行
う
こ
と
と
す
る
期
間
を
官
報
で
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
さ
れ
た
期
間
に
お
け
る
当
該
認
定
町
村
の
属
す
る
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
に
つ
い
て
の
文

化
財
保
護
法
施
行
令
第
五
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
属
す
る
事
務
」
と
あ
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る
の
は
、
「
属
す
る
事
務
（
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第

号
）
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
さ
れ
た
事
務
を
除
く
。
）
」
と
す
る
。

（
公
園
管
理
者
の
権
限
の
代
行
）

第
七
条

法
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
市
町
村
が
公
園
管
理
者
に
代
わ
っ
て
行
う
権
限
は
、
次
に
掲
げ
る
公
園

管
理
者
の
権
限
以
外
の
公
園
管
理
者
の
権
限
の
う
ち
、
認
定
市
町
村
が
公
園
管
理
者
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
認
定
市
町
村
は
、
成
立
し
た
協
議
の
内
容
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

都
市
公
園
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
市
公
園
台
帳
を
作
成
し
、
及
び
こ
れ
を
保
管
す
る
こ
と
。

二

都
市
公
園
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
都
市
公
園
の
区
域
を
立
体
的
区
域
と
す
る
こ
と
。

三

都
市
公
園
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
定
を
締
結
し
た
旨
を
公
示
し
、
協
定
又
は
そ
の
写
し
を
一
般
の
閲

覧
に
供
し
、
及
び
閲
覧
に
供
し
て
い
る
旨
を
掲
示
す
る
こ
と
。

四

都
市
公
園
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
公
園
保
全
立
体
区
域
を
指
定
し
、
及
び
そ
の
旨
を
公
告
す
る
こ
と
。

２

認
定
市
町
村
は
、
法
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
園
管
理
者
に
代
わ
っ
て
次
に
掲
げ
る
権
限
を
行
っ
た
と
き
は

、
遅
滞
な
く
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
公
園
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一

都
市
公
園
法
第
五
条
第
一
項
又
は
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
許
可
を
す
る
こ
と
。

二

都
市
公
園
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
す
る
こ
と
。

三

都
市
公
園
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
。

四

都
市
公
園
法
第
二
十
六
条
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
す
る
こ
と
。

五

都
市
公
園
法
第
二
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
す
る
こ
と
。

３

法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
市
町
村
が
代
わ
っ
て
行
う
公
園
管
理
者
の
権
限
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
公
示
さ
れ
る
都
市
公
園
の
維
持
等
の
開
始
の
日
か
ら
都
市
公
園
の
維
持
等
の
完
了
の
日
ま
で
に
限
り
行
う
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
都
市
公
園
法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
損
失
の
補
償
に
つ
い
て
損
失
を
受
け
た
者
と
協
議

し
、
損
失
を
補
償
し
、
及
び
補
償
金
額
を
同
法
第
二
十
七
条
第
二
項
第
三
号
の
理
由
を
生
じ
さ
せ
た
者
に
負
担
さ
せ
る
権
限

に
つ
い
て
は
、
都
市
公
園
の
維
持
等
の
完
了
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
認
定
市
町
村
の
長
が
都
市
緑
地
法
の
規
定
に
よ
る
事
務
を
行
う
こ
と
と
す
る
場
合
に
お
け
る
手
続
等
）

第
八
条

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
事
務
を
認
定
市
町
村
の
長
が
行
う
こ

と
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
認
定
市
町
村
の
長
が
行
う
こ
と
と
す
る
事
務
の
内
容
及
び
当
該
事
務
を
行
う
こ
と
と
す
る
期
間
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を
明
ら
か
に
し
て
、
当
該
認
定
市
町
村
の
長
が
そ
の
事
務
を
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
認
定

市
町
村
の
長
の
同
意
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

認
定
市
町
村
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
か
ら
同
意
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
同

意
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
事
務
を
認
定
市
町
村
の
長
が
行
う
こ
と
と

し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨
並
び
に
当
該
認
定
市
町
村
の
長
が
行
う
こ
と
と
す
る
事
務
の
内
容
及
び
当
該
事

務
を
行
う
こ
と
と
す
る
期
間
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

認
定
市
町
村
の
長
は
、
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
事
務
を
行
っ
た
と
き
は
、
都
道
府
県
知

事
に
対
し
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
内
容
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

（
地
区
施
設
）

第
九
条

法
第
三
十
一
条
第
二
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
施
設
は
、
道
路
又
は
公
園
、
緑
地
、
広
場
そ
の
他
の
公
共
空
地
と

す
る
。

（
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
地
区
計
画
の
区
域
の
土
地
利
用
に
関
す
る
基
本
方
針
に
そ
の
用
途
等
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
こ



- 10 -

と
が
で
き
る
建
築
物
等
）

第
十
条

法
第
三
十
一
条
第
三
項
第
一
号
ホ
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
等
は
、
次
に
掲
げ
る
建
築
物
等
と
す
る
。

一

地
域
の
伝
統
的
な
行
事
に
用
い
ら
れ
る
衣
服
、
器
具
そ
の
他
の
物
件
の
保
管
を
主
た
る
目
的
と
す
る
倉
庫

二

地
域
の
歴
史
上
価
値
の
高
い
芸
能
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
価
値
の
形
成
に
寄
与
す
る
演
芸
場
、
観
覧
場
、

集
会
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
建
築
物
等

三

地
域
の
伝
統
的
な
構
造
、
形
態
又
は
意
匠
の
建
築
物
等
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
地
域
の
伝
統
的
な
技
術
、
技
能
又
は
芸

能
の
教
授
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の

四

地
域
の
伝
統
的
な
構
造
、
形
態
又
は
意
匠
の
建
築
物
等
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
法
第
三
十
一
条
第
三
項
第
一
号
イ
か
ら

ニ
ま
で
又
は
前
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
等
の
利
用
者
の
宿
泊
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の

（
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
地
区
整
備
計
画
に
お
い
て
定
め
る
建
築
物
等
に
関
す
る
事
項
）

第
十
一
条

法
第
三
十
一
条
第
四
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
等
に
関
す
る
事
項
は
、
垣
又
は
さ
く
の
構
造
の
制
限
と

す
る
。

（
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
行
為
の
届
出
を
要
す
る
行
為
）
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第
十
二
条

法
第
三
十
三
条
第
一
項
本
文
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

一

建
築
物
等
の
移
転

二

建
築
物
等
の
用
途
の
変
更
（
当
該
変
更
後
の
建
築
物
等
が
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
地
区
整
備
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ

た
建
築
物
等
の
用
途
の
制
限
又
は
用
途
に
応
じ
た
建
築
物
等
に
関
す
る
制
限
に
適
合
し
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
に
限
る
。

）
三

建
築
物
等
の
形
態
又
は
色
彩
そ
の
他
の
意
匠
の
変
更
（
当
該
変
更
後
の
建
築
物
等
が
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
地
区
整
備

計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
等
の
形
態
又
は
色
彩
そ
の
他
の
意
匠
の
制
限
に
適
合
し
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
に
限

る
。
）

四

木
竹
の
伐
採
（
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
地
区
整
備
計
画
に
法
第
三
十
一
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
当
該

木
竹
の
伐
採
の
制
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

（
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
行
為
の
届
出
を
要
し
な
い
通
常
の
管
理
行
為
、
軽
易
な
行
為
そ
の

他
の
行
為
）

第
十
三
条

法
第
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。
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一

次
に
掲
げ
る
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更

イ

仮
設
の
建
築
物
等
の
新
築
、
改
築
、
増
築
又
は
移
転
の
用
に
供
す
る
目
的
で
行
う
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更

ロ

既
存
の
建
築
物
等
の
管
理
の
た
め
に
必
要
な
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更

ハ

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
に
行
う
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更

二

次
に
掲
げ
る
建
築
物
等
の
新
築
、
改
築
、
増
築
又
は
移
転

イ

仮
設
の
建
築
物
等
の
新
築
、
改
築
、
増
築
又
は
移
転

ロ

屋
外
広
告
物
で
表
示
面
積
が
一
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
も
の
の
表

示
又
は
掲
出
の
た
め
に
必
要
な
工
作
物
（
建
築
物
以
外
の
工
作
物
を
い
う
。
ハ
及
び
ニ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
新
築
、

改
築
、
増
築
又
は
移
転

ハ

水
道
管
、
下
水
道
管
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工
作
物
で
地
下
に
設
け
る
も
の
の
新
築
、
改
築
、
増
築
又
は
移
転

ニ

建
築
物
の
存
す
る
敷
地
内
の
当
該
建
築
物
に
附
属
す
る
物
干
場
、
建
築
設
備
、
受
信
用
の
空
中
線
系
（
そ
の
支
持
物

を
含
む
。
）
、
旗
ざ
お
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工
作
物
の
新
築
、
改
築
、
増
築
又
は
移
転

ホ

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
に
必
要
な
物
置
、
作
業
小
屋
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
建
築
物
等
の
新
築
、
改
築
、
増
築
又
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は
移
転

三

次
に
掲
げ
る
建
築
物
等
の
用
途
の
変
更

イ

仮
設
の
建
築
物
等
の
用
途
の
変
更

ロ

建
築
物
等
の
用
途
を
前
号
ホ
に
規
定
す
る
も
の
と
す
る
建
築
物
等
の
用
途
の
変
更

四

第
二
号
に
規
定
す
る
建
築
物
等
の
形
態
又
は
色
彩
そ
の
他
の
意
匠
の
変
更

五

次
に
掲
げ
る
木
竹
の
伐
採

イ

除
伐
、
間
伐
、
整
枝
そ
の
他
木
竹
の
保
育
の
た
め
に
通
常
行
わ
れ
る
木
竹
の
伐
採

ロ

枯
損
し
た
木
竹
又
は
危
険
な
木
竹
の
伐
採

ハ

自
家
の
生
活
の
用
に
充
て
る
た
め
に
必
要
な
木
竹
の
伐
採

ニ

仮
植
し
た
木
竹
の
伐
採

ホ

測
量
、
実
地
調
査
又
は
施
設
の
保
守
の
支
障
と
な
る
木
竹
の
伐
採

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
令
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
処
分
に
よ
る
義
務
の
履
行
と
し
て
行
う
行
為

（
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
行
為
の
届
出
を
要
し
な
い
都
市
計
画
事
業
の
施
行
と
し
て
行
う
行



- 14 -

為
に
準
ず
る
行
為
）

第
十
四
条

法
第
三
十
三
条
第
一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
第
四
条
に
規
定
す
る
行
為
と
す
る
。

（
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
行
為
の
届
出
を
要
し
な
い
そ
の
他
の
行
為
）

第
十
五
条

法
第
三
十
三
条
第
一
項
第
六
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

一

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
六
条
第
一
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
及
び
第
八
十
八
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
確
認
又
は
同
法
第
十
八
条
第
二
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
及
び
第
八

十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
通
知
を
要
す
る
建
築
物
等
の
新
築
、
改
築
、
増
築
若
し
く
は
移

転
又
は
用
途
の
変
更
で
あ
っ
て
、
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
地
区
整
備
計
画
に
お
い
て
当
該
建
築
物
等
又
は
そ
の
敷
地
に
つ

い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
事
項
（
当
該
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
地
区
整
備
計
画
に
お
い
て
、
壁
面
の
位
置
の
制
限
、
壁
面
後

退
区
域
に
お
け
る
工
作
物
の
設
置
の
制
限
及
び
建
築
物
の
高
さ
の
最
高
限
度
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
建
築
物

の
容
積
率
の
最
高
限
度
で
、
当
該
敷
地
に
係
る
同
法
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
の
容
積
率
の
最
高
限
度
を
超
え

る
も
の
を
除
く
。
）
の
す
べ
て
が
同
法
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
八

十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
で
こ
れ
ら
に
関
す
る
制
限
と
し
て
定
め
ら
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れ
て
い
る
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
行
う
も
の

二

都
市
緑
地
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
り
同
項
の

許
可
を
要
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為

三

都
市
計
画
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
開
発
行
為
そ
の
他
の
公
益
上
必
要
な
事
業
の
実
施
に
係
る
行
為
で

あ
っ
て
、
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
地
区
計
画
の
目
的
の
達
成
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
少
な
く
、
か
つ
、
当
該
行
為
に

係
る
建
築
物
等
の
用
途
上
又
は
構
造
上
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の

（
支
援
法
人
の
業
務
と
し
て
取
得
、
管
理
及
び
譲
渡
を
行
う
土
地
）

第
十
六
条

法
第
三
十
五
条
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
土
地
は
、
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
事
業
の
用
に
供
す
る
土
地
及
び
当

該
事
業
に
係
る
代
替
地
の
用
に
供
す
る
土
地
と
す
る
。

（
事
務
の
区
分
）

第
十
七
条

第
六
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の

は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す

る
。
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附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
十
一
月
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

２

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

地
域
に
お
け
る
歴

第
六
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
と

史
的
風
致
の
維
持

さ
れ
て
い
る
も
の

及
び
向
上
に
関
す

る
法
律
施
行
令
（

平
成
二
十
年
政
令

第

号
）
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理

由

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
同
法
の
規
定
に
よ
る
歴
史
的
風
致
維
持
向

上
計
画
の
認
定
を
受
け
た
市
町
村
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
都
市
公
園
の
維
持
等
、
認
定
町
村
の
教
育
委
員
会
が
行
う
こ
と
が
で

き
る
文
化
財
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
事
務
、
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
地
区
計
画
の
区
域
の
土
地
利
用
に
関
す
る
基
本
方
針
に
そ

の
用
途
及
び
規
模
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
の
で
き
る
建
築
物
等
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。


